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　昭和 30 年代の浦和の風景。水辺にたたずむ白

鷺の姿が麗しかった。その卵（宝）をモチーフに、

斬新な和菓子が創作された。白餡に卵を加えて焼

き上げ、ミルクでコーティングする。鳥の巣をイ

メージした包み紙。ふわっと包むのは、今日でも

手作業だそうだ。

　口に含むと、溶けていくような、さらりとした優しい舌ざわり。餡

とミルクの味が絶妙に交じり合う。冷凍すれば賞味期限１か月。冷え

ると表面がパリッとし、中もひんやりして美味しいとの評判も聞こえ

てくる。

　定番品に加えて、栗、いちご、さくら、あんずなど、季節折々の限

定品も登場する。季節感を味わってもらいたい、お客様をびっくりさ

せたいという気持ちを込めて、手作業で少量だけ作り込む。

　常連客は祖母・母・娘と引き継がれ、大切な節目の手土産・返礼品

として選ばれる。本店「菓匠 花見」は浦和駅西口前。県外からの来

客に、お土産品として勧められる銘品

である。

■ 株式会社 浦和花見
　 創業　大正元年７月
     代表取締役　染谷幸一

    菓匠 花見　本店　
     さいたま市浦和区高砂１- ６-10
     Tel:048-822-2573　 
    https://www.kasho-hanami.co.jp/
     （浦和支店取引先）

⑳

前号では、第二次安倍政権発足直後の2013年頃、
日本経済が急速に息を吹き返し、アベノミク

スが熱狂的に支持された話をした。なぜこのときアベ
ノミクスが効果を発揮したのか？　その背景を探るに
は、2008年のリーマンショック後の欧米の金融政策
運営にまで話を遡らねばならない。

リーマンショックは、米国の金融問題に端を発し、
世界中に波及した大不況。1929年のニューヨー

ク株価暴落とその後の世界大恐慌以来の深刻さから、
「百年に一度の事態」と言われた。このとき欧米中央
銀行が講じたのが、大規模な量的緩和政策であった。
　量的緩和とは、金利引き下げ余地がない中で、更な
る緩和効果を企図して、中央銀行が民間銀行に必要以
上の資金を供給すること。これを初めて実施したのは、
2001年の日銀であった。
　ところが、リーマンショック時の欧米の量的緩和の
規模は桁違いであった。そのため、巨額の米ドル、ユー
ロ、英ポンドが市場に溢れ、110～120円 /㌦から80
円 /㌦にまで為替円高が大幅に進んだのである（図１）。

円高により価格競争力が低下した国内の製造業で
は、コストダウンを主目的として、工業化が進

む中国等アジア諸国への製造拠点の移転を進めた。こ
れが「国内の空洞化」である。

　このことは、経常収支の内訳に端的に現れている
（図２）。貿易収支をみると、2008年頃から黒字が
縮小し、今日に至っている。その代わりに増えたの
が、第一次所得収支の黒字である。中身は、日本企
業の海外現地法人が稼いだ利益である。
　つまり、かつての日本企業は、国内で生産活動をし、
製品を輸出することで外貨を稼いでいた。それがこ
の頃からは、海外での事業活動に活路を見出し、そ
の利益だけが国内に還流する姿に変質したのである。
　このことは、個別の日本企業の経営戦略としては
合理的である。しかしながら、企業の事業活動の場
が海外に移転することで、国内の雇用や設備投資が
停滞し、日本の国内経済全体の前向きな循環メカニ
ズムは弱体化した。こうした状況が、アベノミクス
直前まで続いていたのである。

もっとも、前回述べた通り、アベノミクスが日
本の実体経済に効果を発揮したのは、最初の

約１年だけであった。一方で、資産価格の高騰には
バブルを懸念する声も聞かれる。
　岸田政権は、中間層の所得拡大に向けた分配機能
の強化を掲げた。今春を目途に提言が取りまとめら
れる「新しい資本主義実現会議」。活発な経済政策
論争を期待したい。
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■ 図 1. 為替相場（円／ドル）の推移

■ 図 2. 経常収支とその内訳の推移

出所：日本銀行

出所：財務省「国際収支統計」
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